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ピアノ指導場面における教授行為
―「保育の表現技術」を育むために―
脇田 和子 1 ) ・ 粟屋 晴香 1 ) ・ 中野 素子 1 ) ・ 山田かおり 1 )
Teaching Behaviors in Guidance Scenes for Playing the Piano:
In order to Develop “Expressive Techniques in Pre-school Education”



















































































































































第三分析によって、ステップ 1 ～ 5 において比
較的カウント数が多かった教授行為を整理した結
果、筆者らの教授行為のプロセスの特徴として、表
2 に示した 8 項目が抽出された。各々の特徴を象徴
する事例を、表 3 ～ 9 に示す。
(文責：粟屋)
(表 2 ～ 9 の文責：脇田・粟屋・中野・山田)
表 2 筆者らの教授行為のプロセスの特徴
表 3 筆者らの教授行為のプロセスの特徴 1・3の事例





表 4 筆者らの教授行為のプロセスの特徴 2の事例
表 5 筆者らの教授行為のプロセスの特徴 4の事例
表 6 筆者らの教授行為のプロセスの特徴 5の事例
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表 7 筆者らの教授行為のプロセスの特徴 6の事例
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表 8 筆者らの教授行為のプロセスの特徴 7の事例




みは、大グループ 2 (Ａ･Ｂ)と、中グループ 8 (ａ～


















































































応すると考える。「展開」においては、S 1～ 3 で多
かったＡの「見せる」とS 3～ 4で多かったＡの「一
緒に音楽する」は、「 4 ．新しい事項を提示する」
「 5 ．学習の指針を与える」「 6 ．学習の機会を設け
る」「 7．フィードバックをする」の全てで用いら
れており、Ｂの「伝える」や「肯定的に評価する」
と一緒に用いられることが多い(表 3～ 9 参照)。












目標と、表 3 ～ 9 に示した20事例の教授目標との関
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